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　人は外国人に対して何を求めるか。やはり自分の国の文化とは

異なるものであろう。留学先でこれを披露し、友達作りや日本文

化紹介の一助となれれば、と考える。

　自分のオリジナリティを出す上で、篠笛は非常に有効なものと

なることを確信している。

３、留学の目標

　　私がこの秋から派遣予定である、California Polytechnic State 

University San Luis Obispoは、教師と生徒との関係が近く、自然

が豊かで海も近い、非常にいい大学であると聞いている。そこで

私は、自分の専攻である開発経済学に関連することを学びたいと

考えている。

　私は今回の留学を、将来の夢へのきっかけと位置づけている。

私は将来国際協力関係の仕事をしたいと考えており、留学を通し

てそれに向けたトレーニングをしようと思う。国際協力の仕事を

する上で、説得力は必須だ。具体的に、私が色々な視点を持つこと、

英語力を向上させること、そしてスキルを補完する意味で知識を

つけることを通して、それを身につけようと思う。

　まず、私は国際協力の仕事をする上で説得力を持たせるために、

色々な視点を持てる人間になる。国際協力の舞台で相手を説得さ

せるためには、相手が納得するような色々な選択肢を考えられる

ことが必要だ。留学を通して色々な人種の人々と接することが出

来るという点で、実現は可能だろう。たとえば、アメリカ人とい

う漠然としたステレオタイプしか持っていない場合よりは、実際

に彼らと会って接したことのある場合の方が、選択肢を持たせる

という意味では効果的だろう。

　次に私は、説得力をつけるために国際協力の仕事のツールとな

る英語力を向上させる。英語を自由に使いこなせなければ国際社

会で相手を説得させることは出来ない。たとえば、貧困国として

有名なバングラディッシュでも、英語を話すことが出来れば現地

のＮＧＯの職員とコミュニケーションを図ることが出来る。

　しかし、色々な視点や英語力だけでは相手を説得することはで

きない。そこで私は、スキルを補完する意味で知識をつけるため、

勉学に打ち込む。人を説得する上で、その分野に関する知識をつ

けておくことは必要だ。たとえば、いくら色々な視点でものごと

を考えられ、英語力があったとしても、国際協力に関して知識が

なければ、この分野で働く上で説得力は持ち得ない。この分野で

の知識の欠如は、途上国の人々の人生すら不幸にしかねない。そ

の意味でも、知識をつけることは重要だ。

　このように、私は留学を、国際協力を将来の仕事とするための
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訓練機関と位置づける観点から、色々な視点を持つこと、英語力

を向上させること、そしてスキルを補完する意味で知識をつける

ことに力を入れたい。もちろん、留学で楽しむことも非常に重要

であり、双方のバランスをとってがんばりたいと思う。

４、おわりに

　今まで憧れてきた留学が現実のものとなった現在、正直なとこ

ろ期待よりも不安の方が大きい。自分が一年間違う世界に行って

いる間に、自分の大切な人々に忘れられてしまうのではないか、

犠牲の方が大きいのではないだろうか、そして、現地で友達を

作れるのか、という不安である。しかし、松本先生の「Academic 

skills for study abroad」で学んだ writingの基本や留学への考え方を

信じ、現地学生に負けない結果を残してきたい。そして、この留

学の経験は人生を大きく変えた、と後になって振り返られるよう

な、素晴しい留学生活を送ってきたいと思う。

英語でディベートのトレーニング中！
留学先でサバイブするために


